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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
☆
僕
の
初
恋
を
キ
ミ
に
捧
ぐ
☆
　
『
幸
せ
未
来
～
祝
２
１
歳
！
～
』

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
４
５
２
１
Ｉ

【
作
者
名
】

　
る
き

【
あ
ら
す
じ
】

　
※
※
※
ネ
タ
バ
レ
注
意
※
※
※

２
０
歳
ま
で
し
か
生
き
ら
れ
な
い
心
臓
病
の
逞
。
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
ま
で
あ
と

２
年
で
病
状
が
悪
化
し
、
心
臓
手
術
を
受
け
る
。
は
た
し
て
成
功
か
、
失
敗
か
。

脳
死
で
目
を
閉
じ
続
け
る
昂
サ
マ
は
？
漫
画
「
僕
キ
ミ
」
最
終
話
の
続
き
で
す
。

＋
α
人
物
紹
介
つ
き
。
後
書
き
に
頼
登
場
の
お
ま
け
小
説
つ
き
。

よ
り
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（
前
書
き
）

～
～
人
物
紹
介
～
～

【
垣
野
内
　
逞
】

か
き
の
う
ち

た
く
ま

≪
１
８
歳
。
紫
堂
高
３
年
。
男
子
寮
・
寮
長
。
心
臓
病
患
者
。
≫

幼
い
頃
か
ら
心
臓
病
を
患
い
、
２
０
歳
ま
で
の
命
と
言
わ
れ
た
。
病
状
が
悪
化

し
、
心
臓
移
植
の
話
が
舞
い
込
む
が
移
植
さ
れ
る
心
臓
が
尊
敬
す
る
先
輩
の
も

の
だ
と
悟
り
、
ま
た
、
脳
死
が
人
の
死
と
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
為
に
移
植
を
拒

否
。
絶
望
の
淵
に
立
た
さ
れ
た
逞
だ
っ
た
が
、
移
植
や
バ
チ
ス
タ
に
代
わ
る
新

し
い
心
臓
手
術
を
受
け
る
事
に
。
手
術
前
に
婚
姻
届
を
出
し
、
病
院
で
繭
と
結

婚
式
を
挙
げ
た
。

【
種
田
　
繭
】

た
ね
だ

ま
ゆ

≪
１
８
歳
。
紫
堂
高
３
年
。
女
子
寮
・
寮
長
≫

逞
の
主
治
医
・
種
田
医
師
の
娘
。
幼
馴
染
の
逞
と
病
院
に
て
結
婚
式
を
挙
げ
た
。

心
臓
病
の
逞
を
愛
し
支
え
る
。

【
鈴
谷
　
律
】

す
ず
や

り
つ

≪
１
８
歳
。
紫
堂
高
３
年
。
≫

逞
の
中
学
の
時
か
ら
の
親
友
。
心
臓
病
の
逞
を
気
遣
い
、
陰
か
ら
支
え
る
。

【
鈴
谷
　
昂
】

す
ず
や

こ
う

≪
２
０
歳
。
大
学
生
。
ア
ル
バ
イ
ト
・
家
庭
教
師
≫

紫
堂
高
の
卒
業
生
で
逞
の
尊
敬
す
る
先
輩
。
交
通
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
、
そ
の

影
響
で
脳
死
に
な
っ
た
。
倒
れ
る
直
前
に
ド
ナ
ー
カ
ー
ド
の
心
臓
の
所
に
○
を

入
れ
て
い
た
。
そ
の
為
こ
の
心
臓
が
逞
に
移
植
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
が
、
脳
死

が
人
の
死
だ
と
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
昂
の
家
族
が
拒
否
。
い
ま
も
病
院
の
ベ
ッ

ド
で
眠
り
続
け
、
目
を
覚
ま
さ
な
い
。



3



4

　
　
　
　
　
　
　
“
　
僕
は
２
０
歳
ま
で
し
か
生
き
ら
れ
な
い
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
　
”

【
　
島
崎
大
学
病
院
：
手
術
室
　
】

―
―
―
―
―
―
ピ
―
―
―
―
―
―
ピ
―
―
―
―
―
―
ピ
―
―
―
―
―
―

規
則
正
し
い
機
会
音
が
響
く
。

「
で
は
こ
れ
よ
り
手
術
を
開
始
し
ま
す
。
メ
ス
」

　
　
　
　
　
　
患
者
名
：
垣
野
内
　
逞

か
き
の
う
ち

た
く
ま

　
　
　
　
　
　
年
齢
：
１
８
歳

　
　
　
　
　
　
性
別
：
男

　
　
　
　
　
　
病
名
：
心
臓
病

　
　
　
　
　
　
手
術
内
容
：
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
使
っ
た
新
し
い
心
臓
手
術
（
術
例
・

成
功
例
、
共
に
１
件
）

　
　
　
　
　
　
執
刀
医
：
種
田
医
師

１
６
時
間
後
―
―
―
―
―
―
―
―
―
。
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“
手
術
中
”
、
そ
の
ラ
イ
ト
が
消
え
た
。

扉
が
開
き
、
種
田
医
師
が
出
て
く
る
。

そ
の
場
に
居
た
逞
の
両
親
、
そ
し
て
繭
は
種
田
医
師
の
元
に
駆
け
寄
っ
た
。

「
「
種
田
さ
ん
、
逞
は
！
！
！
？
？
」
」
　
「
パ
パ
！
逞
は
無
事
な
の
！
！
！

？
」

種
田
医
師
は
マ
ス
ク
を
外
し
―
―
―
―
―
―
―
―
―
。

「
手
術
は
無
事
、
成
功
し
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
逞
君
は
―
―

―
―
―
―
助
か
り
ま
し
た
」

「
パ
パ
…
…
…
…
…
…
…
っ
…
…
、
逞
…
…
…
…
…
大
丈
夫
な
の
ね
？
も
う
２

０
歳
を
過
ぎ
て
も
…
…
死
ん
だ
り
し
な
い
の
ね
？
逞
は
こ
れ
か
ら
ず
っ
と
生
き

る
の
よ
ね
…
…
…
…
っ
！
」

「
あ
あ
、
彼
は
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
私
達
の
前
に
居
る
よ
」

「
「
種
田
さ
ん
、
い
や
、
医
師
…
…
…
！
！
！
本
当
に
…
…
…
本
当
に
、
あ
り

せ
ん
せ
い

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
…
…
…
…
…
！
！
！
！
！
！
！
！
」
」

「
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
。
私
よ
り
逞
君
を
褒
め
て
あ
げ
て
下
さ
い
。
彼
は
必

死
に
闘
っ
た
ん
で
す
。
病
気
と
」

「
「
…
…
…
…
…
は
い
っ
！
！
！
！
」
」

そ
の
場
に
居
た
誰
も
が
、
喜
び
、
涙
し
た
。

翌
日
の
朝
刊
。

『
　
執
刀
医
は
島
崎
大
学
病
院
、
心
臓
外
科
医
・
種
田
医
師
！
！
心
臓
病
患
者
、

世
界
で
２
例
目
と
な
る
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
使
用
の
新
心
臓
手
術
に
成
功
！
！
！
　
』
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新
聞
一
面
を
大
き
く
飾
っ
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
：
（
記
）
今
一
番
し
た
い
事
は
何
で
す
か
？
（
逞
）
と
に
か
く

思
い
っ
き
り
走
り
た
い
で
す
！
！
！

【
　
島
崎
大
学
病
院
：
一
般
病
棟
個
室
３
０
５
号
室
・
鈴
谷
　
昂
　
様
】

す
ず
や

こ
う

昂
の
弟
の
鈴
谷
　
律
は
新
聞
を
目
に
し
て
い
た
。

り
つ

「
兄
ち
ゃ
ん
、
す
げ
ー
だ
ろ
！
！
？
逞
、
手
術
成
功
し
た
ん
だ
ぜ
！
！
！
？
難

し
い
手
術
で
、
し
か
も
世
界
で
２
例
目
だ
っ
て
！
！
逞
の
や
つ
、
あ
れ
か
ら
数

時
間
で
目
が
覚
め
て
さ
、
ほ
ら
！
こ
こ
！
写
真
！
見
え
る
？
逞
、
元
気
に
な
っ

た
ん
だ
ぜ
！
！
？
す
げ
ー
だ
ろ
！
！
！
」

脳
死
で
人
工
呼
吸
器
を
つ
け
て
眠
る
昂
に
律
が
新
聞
を
見
せ
る
。

新
聞
の
写
真
に
は
Ｖ
サ
イ
ン
を
し
た
笑
顔
の
逞
が
写
っ
て
い
た
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
ピ
ク
。

昂
の
指
先
が
動
く
。

「
…
…
…
…
…
…
…
…
兄
ち
ゃ
ん
？
」

閉
じ
て
い
た
昂
の
目
が
ゆ
っ
く
り
開
い
た
。

「
…
…
…
兄
…
…
…
…
ち
ゃ
ん
…
…
…
？
兄
ち
ゃ
ん
！
！
俺
、
俺
が
わ
か
る
？

！
俺
だ
よ
、
律
！
！
！
！
！
な
ぁ
、
わ
か
る
！
！
！
？
」

昂
が
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
、
頷
い
た
。
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「
え
…
…
…
…
…
？
何
？
」

何
か
を
喋
る
昂
に
耳
を
傾
け
る
。

　
　
　
　
　
　
『
　
り
　
』
　
『
　
つ
　
』

「
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
」

律
は
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
を
押
し
た
。

翌
日
の
朝
刊
。

『
　
ま
た
も
、
島
崎
大
学
病
院
！
！
！
脳
死
生
還
者
、
世
界
初
！
！
！
！
　
』
　

２
日
連
続
、
こ
の
日
も
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
が
新
聞
一
面
を
飾
っ
た
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
数
ヵ
月
後
。

季
節
は
春
に
な
っ
た
。

【
　
京
都
：
仁
和
寺
　
】

に
ん
な
じ
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「
や
っ
ぱ
繭
の
白
無
垢
は
綺
麗
だ
よ
な
～
」

し
ろ
む
く

新
郎
・
垣
野
内
　
逞
。

「
も
、
も
う
！
あ
ん
ま
り
ジ
ロ
ジ
ロ
見
な
い
で
よ
、
恥
ず
か
し
い
じ
ゃ
な
い
！
」

新
婦
・
種
田
　
繭
。

「
い
ー
じ
ゃ
ん
！
う
ん
う
ん
、
綺
麗
っ
」

「
そ
う
い
う
逞
こ
そ
！
」

「
え
？
」

「
そ
の
袴
、
か
っ
こ
い
い
よ
？
」

は
か
ま

ガ
タ
ガ
タ
―
―
―
―
―
―
、
襖
が
開
い
た
。

ふ
す
ま

「
よ
っ
！
結
婚
お
め
で
と
う
！
」

「
昂
サ
マ
…
…
…
…
…
！
」
「
先
輩
…
…
…
…
…
！
」

「
逞
、
も
う
姫
を
泣
か
せ
る
な
よ
な
？
」

「
う
ん
、
わ
か
っ
て
る
。
色
々
あ
り
が
と
う
、
昂
サ
マ
」

「
そ
れ
か
ら
姫
？
よ
か
っ
た
な
、
絶
対
幸
せ
に
な
れ
よ
。
２
人
と
も
幸
せ
に
な
」

「
先
輩
こ
そ
お
嫁
さ
ん
貰
っ
て
早
く
幸
せ
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
ね
」

「
フ
フ
フ
、
よ
く
ぞ
聞
い
て
く
れ
ま
し
た
☆
」

昂
は
バ
ッ
と
ヒ
ョ
ウ
柄
の
扇
子
を
広
げ
た
。

「
実
は
さ
、
結
婚
す
る
ん
だ
俺
。
プ
ロ
ポ
ー
ズ
し
た
の
♪
」

　
　
　
≪
結
婚
式
：
参
列
者
名
簿
≫

　
　
　
　
　
垣
野
内
家
親
族

か
き
の
う
ち
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種
田
家
親
族

た
ね
だ

　
　
　
　
　
鈴
谷
　
昂

す
ず
や

こ
う

　
　
　
　
　
鈴
谷
　
律

す
ず
や

り
つ

　
　
　
　
　
鈴
谷
　
小
百
合

す
ず
や

さ
ゆ
り

　
　
　
　
　
田
村
　
結
子

た
む
ら

ゆ
い
こ

　
　
　
　
　
生
田
　
成
実

い
く
た

な
る
み

　
　
　
　
　
神
尾
　
耕
太
郎

か
み
お

こ
う
た
ろ
う

　
　
　
　
　
五
十
嵐
　
優
実

い
が
ら
し

ゆ
み

　
　
　
　
　
　
　
　
桜
が
舞
い
散
り
―
―
―
―
―
―
―
―
―
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
袴
姿
の
逞
と
白
無
垢
の
繭
が
並
ん
で
歩
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
２
歳
の
小
学
校
の
修
学
旅
行
の
時
に
コ
コ
で
見
た
、

「
和
式
の
結
婚
式
」
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
時
に
誓
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
人
に
な
っ
た
ら
絶
対
こ
こ
で
結
婚
式
を
挙
げ

よ
う
。

そ
し
て
今
―
―
―
―
―
―
。
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あ
の
時
と
同
じ
よ
う
に
周
り
に
は
た
く
さ
ん
の
小
さ
な
修

学
旅
行
生
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
年
前
の
新
郎
新
婦
が
歩
い
た
道
を
僕
ら
は
歩
い

て
い
る
。

「
「
わ
～
、
綺
麗
～
」
」

「
「
す
み
ま
せ
ー
ん
っ
！
写
真
撮
っ
て
も
い
い
で
す
か
ー
？
」
」

「
も
ち
ろ
ん
、
い
い
よ
」
「
い
い
わ
よ
」

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　
カ
シ
ャ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
思
い
っ
き
り
走
っ
て
、
思
い
っ
き
り
運
動
し
て
。

　
　
　
　
　
　
　
　
甘
い
も
の
を
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
。

　
　
　
　
　
　
　
　
え
～
と
、
そ
れ
か
ら
…
…
…
…
…
。

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
あ
何
だ
っ
け
。

　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
い
事
い
っ
ぱ
い
で
ま
と
ま
ら
な
い
や
。

　
　
　
　
　
　
　
　
と
に
か
く
！

　
　
　
　
　
　
　
　
子
供
が
い
っ
ぱ
い
居
る
幸
せ
な
家
庭
を
築
き
た
い
。
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こ
れ
か
ら
先
何
十
年
も
ず
っ
と
繭
と
一
緒
に
生
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
祝
、
２
１
歳
☆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
様
、
僕
は
幸
せ
で
す
！
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（
後
書
き
）

「
僕
妹
」
に
続
き
「
僕
キ
ミ
」
、
祝
・
実
写
映
画
化
！
映
画
は
ま
だ
観
に
行
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
原
作
で
は
逞
が
死
ん
だ
と
も
生
き
て
い
る
と
も
取
れ
る
ラ
ス

ト
。

（
私
は
生
き
て
い
る
派
で
す
。
）
↑
の
小
説
の
よ
う
な
結
末
も
あ
り
か
な
～
と

思
っ
て
作
り
ま
し
た
。
昂
サ
マ
も
復
活
で
す
。
そ
ん
で
五
十
嵐
ち
ゃ
ん
と
結
婚

で
す
。
こ
の
漫
画
で
臓
器
提
供
と
か
脳
死
に
つ
い
て
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
と
て
も
い
い
漫
画
で
す
。
泣
け
ま
す
！
！
「
僕
キ
ミ
」
大
好
き
！

以
下
は
お
ま
け
小
説
で
す
。
実
は
、
「
僕
妹
」
の
頼
＋
α
郁
を
仁
和
寺
の
逞
と

よ
り

い
く

繭
の
結
婚
式
に
参
加
さ
せ
る
つ
も
り
が
。
よ
く
考
え
た
ら
頼
、
失
踪
中
だ
っ
た

…
…
…
…
！
で
↓
の
よ
う
な
お
ま
け
小
説
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

～
～
お
ま
け
小
説
～
～
　
仁
和
寺
で
の
結
婚
式
の
数
日
後
。

（
電
話
）
ト
ゥ
ル
ル
ル
ル
…
…
ト
ゥ
ル
ル
ル
ル
…
…
ト
ゥ
ル
ル
ル
ル
…
…
　
　

　
ガ
チ
ャ
。

逞
「
―
―
―
―
―
―
は
い
、
垣
野
内
で
す
」

？
『
お
久
し
振
り
で
す
、
先
輩
♪
覚
え
て
ま
す
？
俺
の
事
』

逞
「
…
…
…
…
そ
の
声
、
も
し
か
し
て
結
城
…
…
？
え
！
？
結
城
　
頼
！
！
？
」

よ
り

頼
『
正
解
?
結
城
頼
で
す
』

逞
「
う
わ
～
、
久
し
振
り
じ
ゃ
ん
！
！
元
気
に
し
て
た
！
？
」

頼
『
俺
は
い
つ
で
も
元
気
で
す
よ
♪
そ
れ
よ
り
も
ニ
ュ
ー
ス
見
ま
し
た
。
病
か

ら
の
生
還
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
臓
病
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
言
っ
て
く

れ
れ
ば
よ
か
っ
た
の
に
』

逞
「
そ
れ
は
俺
自
身
の
問
題
だ
っ
た
し
。
う
ん
、
あ
り
が
と
う
結
城
」
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頼
『
そ
れ
と
も
う
一
つ
。
本
当
に
や
っ
て
の
け
ち
ゃ
い
ま
し
た
ね
、
俺
が
彼
女

に
し
て
や
り
た
く
て
も
一
生
出
来
な
い
“
結
婚
 

”
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
』

逞
「
あ
り
が
と
う
」

頼
『
ラ
ブ
ラ
ブ
で
す
か
？
繭
さ
ん
と
』

逞
「
う
ん
、
超
ラ
ブ
ラ
ブ
！
好
き
な
人
と
一
緒
に
居
ら
れ
る
の
っ
て
す
ご
い
幸

せ
だ
よ
。
結
城
の
方
こ
そ
ど
う
な
の
？
妹
の
郁
ち
ゃ
ん
と
」

い
く

頼
『
あ
り
ゃ
、
知
っ
て
た
ん
で
す
か
。
僕
の
彼
女
の
事
』

逞
「
俺
、
一
応
寮
長
だ
ぜ
？
名
簿
持
っ
て
る
し
。
で
？
ど
う
な
の
？
ラ
ブ
ラ
ブ

？
」

頼
『
…
…
…
…
…
…
実
は
俺
、
弁
護
士
で
も
目
指
そ
う
か
な
と
思
っ
て
勉
強
し

な
が
ら
日
本
の
外
で
働
い
て
そ
こ
で
暮
ら
し
て
い
る
ん
で
す
。
親
に
も
内
緒
で

一
人
で
』

逞
「
日
本
の
外
…
…
…
…
？
っ
て
外
国
！
！
？
親
に
内
緒
っ
て
、
お
前
、
ま
だ

未
成
年
だ
ろ
！
！
？
つ
ー
か
、
今
ど
こ
に
居
ん
だ
よ
！
？
」

頼
『
―
―
―
―
―
―
ロ
ン
ド
ン
?
』

逞
「
ロ
ン
ド
ン
！
！
！
！
？
」

頼
『
あ
、
俺
が
ロ
ン
ド
ン
に
居
る
事
は
誰
に
も
言
わ
な
い
で
下
さ
い
。
こ
れ
は

俺
が
決
め
た
事
な
ん
で
す
』

逞
「
…
…
…
郁
ち
ゃ
ん
と
は
…
…
…
…
？
」

頼
『
ラ
ブ
ラ
ブ
だ
っ
た
け
ど
離
れ
ま
し
た
。
試
そ
う
と
思
っ
て
。
郁
を
好
き
に

な
っ
た
事
が
運
命
な
ら
き
っ
と
ま
た
い
つ
か
出
会
え
る
か
な
っ
て
』

逞
「
―
―
―
―
―
―
そ
っ
か
」

頼
『
…
…
…
う
わ
っ
、
や
ば
。
も
う
こ
ん
な
時
間
だ
。
俺
、
今
か
ら
仕
事
な
ん

で
す
。
も
し
日
本
に
戻
る
よ
う
な
事
が
あ
っ
た
ら
遊
び
に
行
き
ま
す
ね
』

逞
「
う
ん
、
元
気
で
な
！
風
邪
、
引
く
な
よ
」

頼
『
了
解
。
先
輩
こ
そ
お
元
気
で
。
じ
ゃ
』

―
―
―
―
―
―
ガ
チ
ャ
ン
。
ツ
ー
、
ツ
ー
、
ツ
ー
。
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お
ま
け
小
説
、
終
了
。
で
、
こ
の
続
き
が
「
僕
妹
」
最
終
回
の
ラ
ス
ト
と
い
う

わ
け
で
す
。
あ
の
ロ
ン
ド
ン
の
。

【
追
加
】
１
０
月
２
３
日

ぬ
え
え
え
え
ぇ
ぇ
ー
ー
ー
ー
ー
！
！
！
！
？
？
久
々
に
こ
の
小
説
の
ア
ク
セ
ス

解
析
見
た
ら
ア
、
ア
ク
セ
ス
数
が
…
…
…
！
！
！
！
！
皆
様
、
読
ん
で
く
れ
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
（
号
泣
）
！
！
！
で
、
こ
れ
っ
て
や
っ
ぱ
り
２
１

日
テ
レ
ビ
で
映
画
を
放
送
し
た
か
ら
で
す
よ
ね
？
私
は
か
な
り
前
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
レ

ン
タ
ル
し
て
観
た
け
ど
、
２
１
日
の
テ
レ
ビ
放
送
で
も
観
ま
し
た
。
ど
ん
な
映

画
に
も
賛
否
両
論
っ
て
あ
る
と
思
い
ま
す
。
原
作
を
知
っ
て
い
る
だ
け
に
私
は

あ
の
ラ
ス
ト
は
ち
ょ
っ
と
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
逞
の
遺
書
、
こ
れ
、
一
番
原
作

通
り
に
や
っ
て
ほ
し
か
っ
た
な
～
。
ハ
ッ
キ
リ
言
っ
て
実
写
で
見
た
か
っ
た
原

作
の
感
動
シ
ー
ン
が
少
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
で
も
何
だ
か
ん
だ
言
っ

て
テ
レ
ビ
で
も
観
て
し
ま
う
ほ
ど
結
局
は
「
僕
キ
ミ
」
映
画
が
好
き
、
だ
っ
た

り
し
ま
す
。
本
当
に
コ
コ
に
お
越
し
下
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
機

会
が
あ
れ
ば
「
僕
キ
ミ
」
以
外
の
小
説
も
の
ぞ
い
て
み
て
下
さ
い
ね
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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